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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第36期

第１四半期連結
累計期間

第37期
第１四半期連結

累計期間
第36期

会計期間
自平成26年４月１日
至平成26年６月30日

自平成27年４月１日
至平成27年６月30日

自平成26年４月１日
至平成27年３月31日

売上高 （千円） 1,112,073 1,217,012 4,831,363

経常利益又は経常損失（△） （千円） △17,165 △10,624 72,089

親会社株主に帰属する四半期純損

失（△）又は親会社株主に帰属す

る当期純利益

（千円） △22,550 △17,244 46,817

四半期包括利益又は包括利益 （千円） △19,668 △13,341 58,220

純資産額 （千円） 1,291,651 1,342,927 1,368,876

総資産額 （千円） 3,858,305 4,091,829 4,026,608

１株当たり四半期純損失金額

（△）又は１株当たり当期純利益

金額

（円） △5.40 △4.13 11.22

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 33.5 32.8 34.0

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３．「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日）等を適用し、当第１四半期連結累

計期間より、「四半期純損失（△）又は当期純利益」を「親会社株主に帰属する四半期純損失（△）又は親会

社株主に帰属する当期純利益」としております。

４．第36期第１四半期連結累計期間及び第37期第１四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益

金額については、１株当たり四半期純損失金額であり、また、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

５. 第36期の潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

 

２【事業の内容】

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。なお、当第１四半期連結会計期間より、㈱ゆめファームは重要性が増したため、連結の範囲に

含めております。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第1四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判

断したものであります。

　なお、当第１四半期連結累計期間より、「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13

日）等を適用し、「四半期純利益」を「親会社株主に帰属する四半期純利益」としております。

 

　(1)業績の状況

　当第１四半期連結累計期間（平成27年４月１日～平成27年６月30日）におけるわが国の経済は、円安と株高が継

続する中、企業収益や雇用環境の改善が進み、設備投資も持ち直すなど、緩やかな回復基調で推移しました。しか

しながらその一方で、中国をはじめとする新興国経済の成長の鈍化や欧州債務問題など、依然として先行き不透明

な状況が続いております。

　食品業界におきましては、円安の影響による原材料価格の高騰など、依然として厳しい環境にありますが、輸入

食品の信頼性に対する不安や健康意識の高まりもあり、消費者の食の安心・安全に対する関心は再び高まっており

ます。

　このような状況の中、当社の主たる販売先である産直型の生活協同組合及び宅配会社に対する主力の鶏肉及び冷

凍加工食品の販売は堅調に推移し、また、直販事業の会員数も伸長したことから、売上高は増加いたしました。利

益面につきましては、若鶏生産の防疫関連費用の増加や、販売費及び一般管理費等の増加がありましたが、売上高

の増加や、鶏肉パックセンターの生産性向上等により増益となりました。

なお、当社グループの売上は鶏肉等の需要が秋から冬にかけて多くなるため、利益の大半が下半期に発生する

傾向があり、当期につきましてもその形で推移するものと見込んでおります。

　以上の結果、当第１四半期連結累計期間の売上高は、12億17百万円（前年同期比9.4％増）、営業損失は10百万

円（前年同期は15百万円の損失）、経常損失は10百万円（前年同期は17百万円の損失）、親会社株主に帰属する四

半期純損失は17百万円（前年同期は22百万円の損失）となりました。

 

　セグメントの業績は次のとおりであります。

 

（生産卸売事業）

　主に産直型の生活協同組合及び宅配会社へ販売している鶏肉、冷凍加工食品、鶏卵、牛乳等で構成される生産卸

売事業につきましては、主力の鶏肉及び冷凍加工食品を中心に販売が前年同期を上回ったため、売上高は増加いた

しました。利益面につきましては、若鶏生産の防疫関連費用の増加があったものの、売上高の増加や、鶏肉のパッ

クセンターの生産性向上等により増益となりました。

　この結果、生産卸売事業の売上高は、10億14百万円（前年同期比7.7％増）、営業利益は58百万円（前年同期比

2.9％増）となりました。

 

（直販事業）

　当社の食品を中心に会員宅に商品をお届けする直販事業につきましては、全国向けの宅配の会員数が首都圏を中

心に伸長し、売上高は増加いたしました。利益面につきましては、運賃や会員募集費等の販売費及び一般管理費の

増加がありましたが、売上高の増加により増益となりました。

この結果、直販事業の売上高は、2億2百万円（前年同期比19.0％増）、営業損失は0百万円（前年同期は3百万円

の損失）となりました。

 

(2)財政状態に関する説明

（流動資産）

　当連結会計年度末における流動資産の残高は、19億61百万円（前連結会計年度末は19億4百万円）となり、前連

結会計年度末と比べ57百万円増加いたしました。主な要因は、現金及び預金の増加（52百万円）によるものであり

ます。

（固定資産）

　当連結会計年度末における固定資産の残高は、21億30百万円（前連結会計年度末は21億22百万円）となり、前連

結会計年度末と比べ7百万円増加いたしました。主な要因は、有形固定資産の増加（9百万円）によるものでありま

す。

（流動負債）

　当連結会計年度末における流動負債の残高は、17億16百万円（前連結会計年度末は16億64百万円）となり、前連

結会計年度末と比べ52百万円増加いたしました。主な要因は、支払手形及び買掛金の増加（70百万円）によるもの

であります。
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（固定負債）

　当連結会計年度末における固定負債の残高は、10億31百万円（前連結会計年度末は9億93百万円）となり、前連

結会計年度末と比べ38百万円増加いたしました。主な要因は、長期借入金の増加（33百万円）によるものでありま

す。

（純資産）

　当連結会計年度末における純資産の残高は、13億42百万円（前連結会計年度末は13億68百万円）となり、前連結

会計年度末と比べ25百万円減少いたしました。主な要因は、利益剰余金の減少（29百万円）によるものでありま

す。

 

(3)事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(4)研究開発活動

　当第１四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、9,907千円であります。

　なお、当第１四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 8,000,000

計 8,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成27年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成27年８月13日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 4,179,000 4,179,000

東京証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）

単元株式数

1,000株

計 4,179,000 4,179,000 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数

（千株）

発行済株式総
数残高(千株)

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成27年４月１日～
平成27年６月30日

－ 4,179 － 714,150 － 381,030

 

（６）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

　当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日（平成27年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしております。

①【発行済株式】

平成27年６月30日現在
 

 区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式      7,000 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式  4,166,000 4,166 －

単元未満株式 普通株式      6,000 － －

発行済株式総数           4,179,000 － －

総株主の議決権 － 4,166 －

 

②【自己株式等】

平成27年６月30日現在
 

所有者の氏名又
は名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数に対
する所有株式数の割
合（％）

㈱秋川牧園
山口県山口市仁保

下郷317
7,000 － 7,000 0.17

計 － 7,000 － 7,000 0.17

 

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（平成27年４月１日から平

成27年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成27年４月１日から平成27年６月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、西日本監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度

(平成27年３月31日)
当第１四半期連結会計期間

(平成27年６月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 769,867 822,726

受取手形及び売掛金 577,310 560,488

有価証券 20,477 20,478

商品及び製品 103,562 107,567

仕掛品 204,126 193,311

原材料及び貯蔵品 62,993 66,617

繰延税金資産 18,332 17,518

未収入金 115,425 140,796

その他 33,476 33,218

貸倒引当金 △1,443 △1,195

流動資産合計 1,904,129 1,961,526

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 668,383 674,524

機械装置及び運搬具（純額） 285,993 282,986

土地 879,562 881,802

建設仮勘定 24,881 23,552

その他（純額） 96,711 101,761

有形固定資産合計 1,955,532 1,964,627

無形固定資産   

のれん 38,003 37,091

その他 26,333 25,028

無形固定資産合計 64,337 62,120

投資その他の資産 ※１ 102,609 ※１ 103,556

固定資産合計 2,122,479 2,130,303

資産合計 4,026,608 4,091,829

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 365,413 435,425

短期借入金 961,128 968,639

リース債務 12,830 12,198

未払法人税等 23,507 8,706

賞与引当金 21,528 18,309

その他 280,055 273,687

流動負債合計 1,664,462 1,716,965

固定負債   

長期借入金 688,140 722,068

リース債務 24,062 21,515
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度

(平成27年３月31日)
当第１四半期連結会計期間

(平成27年６月30日)

繰延税金負債 25,642 25,680

退職給付に係る負債 210,510 216,803

役員退職慰労引当金 44,914 45,869

固定負債合計 993,269 1,031,936

負債合計 2,657,732 2,748,902

純資産の部   

株主資本   

資本金 714,150 714,150

資本剰余金 554,541 554,541

利益剰余金 86,471 56,585

自己株式 △4,381 △4,381

株主資本合計 1,350,781 1,320,895

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 18,094 22,032

その他の包括利益累計額合計 18,094 22,032

純資産合計 1,368,876 1,342,927

負債純資産合計 4,026,608 4,091,829
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年６月30日)

売上高 1,112,073 1,217,012

売上原価 880,265 964,887

売上総利益 231,807 252,124

販売費及び一般管理費 247,168 262,614

営業損失（△） △15,361 △10,490

営業外収益   

受取利息 130 59

受取配当金 781 791

補填金収入 481 1,219

補助金収入 435 986

その他 651 769

営業外収益合計 2,480 3,826

営業外費用   

支払利息 4,264 3,928

その他 20 31

営業外費用合計 4,285 3,960

経常損失（△） △17,165 △10,624

特別利益   

固定資産売却益 243 443

特別利益合計 243 443

特別損失   

固定資産売却損 － 768

固定資産除却損 144 135

特別損失合計 144 904

税金等調整前四半期純損失（△） △17,067 △11,086

法人税、住民税及び事業税 6,467 7,200

法人税等調整額 △984 △1,006

法人税等合計 5,482 6,194

四半期純損失（△） △22,550 △17,280

非支配株主に帰属する四半期純損失（△） － △35

親会社株主に帰属する四半期純損失（△） △22,550 △17,244
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年６月30日)

四半期純損失（△） △22,550 △17,280

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 2,881 3,938

その他の包括利益合計 2,881 3,938

四半期包括利益 △19,668 △13,341

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 △19,668 △13,306

非支配株主に係る四半期包括利益 － △35
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【注記事項】

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

連結の範囲の重要な変更

　前連結会計年度まで非連結子会社であった㈱ゆめファームは重要性が増したため、当第1四半期連結会計期間より

連結の範囲に含めております。

 

（会計方針の変更）

（企業結合に関する会計基準等の適用）

　「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日。以下「企業結合会計基準」とい

う。）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成25年９月13日。以下「連結会計基準」とい

う。）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号　平成25年９月13日。以下「事業分離等会計基

準」という。）等を当第１四半期連結会計期間から適用し、支配が継続している場合の子会社に対する当社の持分変

動による差額を資本剰余金として計上するとともに、取得関連費用を発生した連結会計年度の費用として計上する方

法に変更しております。また、当第１四半期連結会計期間の期首以後実施される企業結合については、暫定的な会計

処理の確定による取得原価の配分額の見直しを企業結合日の属する四半期連結会計期間の四半期連結財務諸表に反映

させる方法に変更しております。加えて、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主持分から非支配株主持分への表

示の変更を行っております。当該表示の変更を反映させるため、前第１四半期連結累計期間及び前連結会計年度につ

いては、四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っております。

　企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58－２項(4)、連結会計基準第44－５項(4)及び事業分

離等会計基準第57－４項(4)に定める経過的な取扱いに従っており、当第１四半期連結会計期間の期首時点から将来

にわたって適用しております。

　これによる損益に与える影響はありません。

 

（四半期連結貸借対照表関係）

※１　資産の金額から直接控除している貸倒引当金の額

 
前連結会計年度

（平成27年３月31日）
当第１四半期連結会計期間
（平成27年６月30日）

投資その他の資産 9千円 5千円

 

（四半期連結損益計算書関係）

　前第１四半期連結累計期間（自平成26年４月１日　至平成26年６月30日）及び当第１四半期連結累計期間（自平

成27年４月１日　至平成27年６月30日）

　当社グループの主たる事業では、鍋シーズンやクリスマスなどの冬季に、鶏肉製品が集中して受注を受けるた

め、第３四半期連結会計期間の売上高は他の四半期連結会計期間の売上高と比べ著しく高くなるという季節的変動

があります。

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期

連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額は、次のと

おりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　平成26年４月１日
至　平成26年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成27年４月１日
至　平成27年６月30日）

減価償却費 64,904千円 68,936千円

のれんの償却額 3,329 912

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　平成26年４月１日　至　平成26年６月30日）

配当金支払額

（決　議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年６月24日

定時株主総会
普通株式 12,520 3  平成26年３月31日  平成26年６月25日 利益剰余金
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Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　平成27年４月１日　至　平成27年６月30日）

配当金支払額

（決　議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年６月23日

定時株主総会
普通株式 12,514 3  平成27年３月31日  平成27年６月24日 利益剰余金

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自平成26年４月１日　至平成26年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

   （単位：千円）

 報告セグメント
合計

 生産卸売 直販

売上高    

外部顧客への売上高 942,242 169,831 1,112,073

セグメント間の内部売上高
又は振替高

41,889 473 42,363

計 984,131 170,304 1,154,436

セグメント利益又は損失

（△）
57,038 △3,857 53,180

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の

主な内容（差異調整に関する事項）

(単位：千円)
 

利益 金額

報告セグメント計 53,180

のれんの償却額 △3,329

全社費用（注） △65,212

四半期連結損益計算書の営業損失（△） △15,361

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費及び品質管理費用であります。

 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。

 

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自平成27年４月１日　至平成27年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

   （単位：千円）

 報告セグメント
合計

 生産卸売 直販

売上高    

外部顧客への売上高 1,014,846 202,165 1,217,012

セグメント間の内部売上高
又は振替高

62,384 478 62,862

計 1,077,230 202,643 1,279,874

セグメント利益又は損失

（△）
58,677 △60 58,617
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２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の

主な内容（差異調整に関する事項）

(単位：千円)
 

利益 金額

報告セグメント計 58,617

のれんの償却額 △912

全社費用（注） △68,195

四半期連結損益計算書の営業損失（△） △10,490

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費及び品質管理費用であります。

 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。

 

（企業結合等関係）

　該当事項はありません。

 

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　平成26年４月１日
至　平成26年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成27年４月１日
至　平成27年６月30日）

１株当たり四半期純損失金額 5円40銭 4円13銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純損失金額

（千円）
22,550 17,244

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純

損失金額（千円）
22,550 17,244

普通株式の期中平均株式数（千株） 4,173 4,171
 

（注） 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、１株当たり四半期純損失金額であり、また、潜在株

式が存在しないため記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

 　　該当事項はありません。

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成27年８月10日

株式会社秋川牧園

取締役会　御中

 

西日本監査法人

 

 
代 表 社 員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士 梶田　　滋　　印

 

 業 務 執 行 社 員 公認会計士 山内　重樹　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社秋川牧

園の平成27年４月１日から平成28年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成27年４月１日から平成

27年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成27年４月１日から平成27年６月30日まで）に係る四半期連結財務

諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レ

ビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社秋川牧園及び連結子会社の平成27年６月30日現在の財政状態

及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要

な点において認められなかった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

　（注）１.上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

　　　　２.ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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